
メチルクロロホルム（1・111一トリクロロエタン）の

濃縮廣試験成績報告書

1．　試験期間

2，　試　料　名

5

昭和55年10月24臼～昭和54年1月イ5日

メチルク口口ホル：κ（ち1，1一トリクロむエタン）

構　浩　式

　　　　　　α

　　　　　　　1

　　　αと一C

　　　　　　　1

　　　　　　α

性　状

（試料漸　 K－20）

H
l

C－HI
H

外観　無色誘明な液体

溶解性可溶　n一ヘキサン　7セトニトリル

　　　水に20℃で住44％（平／W）可溶

分子量155　沸点　74．O℃

用）

試験方法及び条件

1鷺1麟椀一一一一郷

5て　試験装置及び機器

　（司　水系環境調節装慨　　流水式

　　　　（揮発性化学物質用鴻縮度試験装毎を使用）

　〔切　ガスクロマトグラフ　凹CD

52　試験条件

52．イ　丁丁」m試験

⑥　試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壷　　　ヒメダカ　平均体重　0．16g、塩化晴二水銀検定合格点

　　　＊田端健二　 用方くと廃水　」ユ1297～ゴ505（1912）

（切　液解法、分・散剤及び分数法

　　分散剤

　　　使用せず。

　　分散法

　　　供試物質巳4gを500m1容メスフラスコに入れ定容

　　　後ただちに密栓しマグネテイックスターラーで撹拌し

　　　800ppm〔W／V）の原液を調製した。

＠　試験温変

　　　25士2℃

（α｝結　　果

　　　48時間TL皿催75pp皿（W／▽）

以下次頁に続く



＆2．2　濃縮度試験

（a）　外部消毒及び順化

　ω　外部消毒

　　　　止水状態で伯ppm塩酸クロロテトラサイクリン

　　　　溶液で24時間薬浴を行った。

（2〕　順　　化

25。C×14日

㈲　試験水槽

ガラス製容量1001
　　　　　流水景　11521／日

（原液：希釈水　 2m1　：　800∬且）

（c）試験魚

コイ

平均体重

平均体長

¢f）　溶解法、分散法

　　　　52．1㈲に同じ

（e）試験温度

　　　　25＋2℃

約　259

約て・10cm

（f）　試験水槽の溶存酸素

　　　　図一15，16参照

＠　水槽濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる濃度は約巳1PP皿（図一5参照）である6

　　　水槽濃度の設定に当っては盲溝度の1倍濃縮量が精度よく定量

　　　しうる濃度とした。

　　　魚体重50g最終液量20皿1分取比5回収率．97％と見込み高濃

　　　　　　　　　　　　　　　100皿1　×　巳1ppm　　　度の水槽濃度を設定した　　　　　　　　　　＝0．5pp血
　　　　　　　　　　　　　　　50×〔L97

　　設　定　値

　　　　　　　　　　　（単位　PP皿卿）

i……一’F’” 嚠黶p…’一一…一”一 @　耳
L一．＿」一、像．赴和賀　1

擁一灘区1　幅
隊藤丁二亜ニコ

実　測　値

表一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度　（単位PP皿w／▽）

以下次頁に続く



5．2．5　分析試料の前処理

　　　（a）魚体

　　　　　　　　試　験　魚
　　　　　　一＿

　　　　　　　　　　・・体重、体長測定　　1

　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　解剖ハサミで粗く切る。　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　（1τの丸底フラスコヘ）

　　　　　　　　　　　食塩　309
　　　　　　　　　卜
　　　　　　　　　　　1N一水酸イヒカリウム

　　　　　　　　　　　蒸留装置襲連結

　　　　　　　　　　・蒸留開始

　　　　　　　　　　●n一ヘキサン20m1に捕集

　　　　　　　　留出液　（50m1）

　　　　　　　　　　・振とう（5分間）

　　　　　r」　　　　　　　　　　←4N一塩酸　 4～5m1
　　　　　　　　　　馬軽ぐ振とう

　　　　　　　　　　　　一
　　「玉画　　　匠π塑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5倍希釈

　　　　　　　　　　　　　　GC璽

　　　＊（図一可8参照）

　　　（切　試験水

　　　　　　　　　　試験水　　　第イ区　第2区

　　　　　　　　　　　　．採水　　　　　　　 10m1　　200m1

　　　　　　　　　　　　　五一ヘキサン　　　　10m1　　50m1

　　　　　　　　　　　　・振とう　（5分間）

　　　　　水二到　　　　　　　　　　　　　　　n一ヘキサソ層
　　　　　　　　　　　　　　一　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　i．卸灘区のみ2徹鰍
　　　　　　　　　　　　　　　　　』

　　　　　　　　　　　　　　晦’料

三2．4　分析条件

　　　　　ガスクロマトグラフ，日本電子　JGC　20K

　　　　　検出器　■CD，（鯛’）
　　　　　カラム充てん剤P罵占2虚血奮5妨噌知ソガヴW

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△W暫ID童C8

　　　　　カラムサイズ　　φ2m皿　×　5皿　　ガラス製

　　　　　カラム温度　　 100℃

　　　　　注入口及び検出器濁度　150℃　感度　　Hi×8

　　　　　キャリアーガス　　N2　1、1㎏／cm2

　　　　　チャートスピード　　　10皿1／油

　　　　　　　　　以下次頁に続ぐ



4 試験結果

　　表一2
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試験結果の表示について

　精度よく定量できる濃度は、己1pp皿（図一5参照）

である。これは魚体重50g、最終液量100皿1、回収

塾96・7％とすると、魚体中濃度で

　　　　a1　　　　　　　　　＝　0．545（ppm）に相当する。
　　50　　■96．7
　　　　×
　100　　　100

なむ、S／N＝2とした時の供試物質の検出限界は

aoO2PP皿（図一5参照）（S／N＝2はピーク高さで

約2mm）であり、これは魚体中濃度で

　　　　0．002
　　　　　　　　　＝巳00689ppmに相当する。

　班×50
　　160　　100

従って魚体中濃度がα00689pp皿～α545pp皿の試料

については濃縮倍率は参考値として（）で表示した。

一」

5　備　考

　　標準溶液について

　　　　図一3にむいて、K－20ピークの後に出現するピークは

　　　溶媒及び空気中の不純物に相当する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上


